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1. はじめに 

 コミュニケーションエイド（以下ＣＡと略す）は

既に何種類か商品化され徐々に普及が進んでいる一

方で視覚や運動や知的等の問題で十分に使いこなせ

ずあきらめる人も多い。これはＣＡの種類が多様な

ユーザニーズに比べてはるかに少ないこととサポー

トや練習や指導のマンパワーが不足しているために、

ＣＡに人間が合わせきれないことが原因である。本

来なら問題解決のために資金や人材など社会的資源

が求められるが現状ではそれも乏しい。 

そこで家庭料理のように身近な材料と道具を使い

低コストで多種類のＣＡを作る研究を行っている。

普通のWindowsパソコンとExcelを使い年賀状を作

るような手間で、自作文字盤のように使う人の生活

に合わせて、作り、使い、そして変化に合わせて変

更できるＣＡを『しゃべる文字盤』と名付け、昨年

のリハ工学カンファレンスで提案した１。『しゃべる

文字盤シリーズ』はこれまでの研究により、外部入

力やスキャン動作などＣＡの基本的な機能のほか、

電子メール等のインターネットの機能やさらに機器

を追加すれば環境制御機能も可能であることがわか

り、試作品を当院のＷＥＢサイトで公開している。 

 今回人工音声機能を導入しExcelのセル書き換え

操作のみで発声を変更可能とする改良を加えた。 

 

2. 人工音声 

 従来の『しゃべる文字盤』は別途録音した音声フ

ァイルを再生していた。この方式は特定個人の声を

使え、日本語以外の多くの言語にも応用できるとい

った利点があるが、音声変更に録音作業が必要で速

やかな作業性に欠ける。これを改善するために、

Aquest 社２の AquesTalk を導入した。AquesTalk は

テキスト音声合成ミドルウエアで、日本語テキスト

文字列で発声を制御する。軽量で古いパソコンにも

負担が少なくWindows版はフリーでありExcelのマ

クロ言語など他の言語から使いやすい特徴がある。 

 
3. しゃべる文字盤 with AquesTalk 

人工音声版しゃべる文字盤の外観を図１に示す。

上部に入力文字列の表示部分、右下の文字消去セル、

そして音声記号のワークシートを追加し、Excel の

メニューバー、ツールバー、行列記号等を表示して

いない点が従来との違いである。また人工音声の発

声など一連の動作はマクロ言語（VBA）で作成した。 

文字盤のセルをクリックすると、表示部分にクリ

ックしたセルと同じ文字が追記表示され同時に発声

する。表示は文字盤を切り替えても保持されさらに

追加入力できる。（図２）また終了時に保存すると文

字列を次回まで持ち越しできる。発声は人工音声の

音声記号としてワークシート（図３）の同じ位置の

図１ しゃべる文字盤 あいさつ文字盤 



図２ ５０音文字盤 

図３ あいさつ文字盤用音声記号 
 
セルにある。AquesTalk の音声記号は、全角ひらが

なとアクセントや区切りを示すいくつかの半角記号

で簡単に作成できる。文字盤と音声記号のワークシ

ートは自由に書き換え可能でExcelのごく基本的操

作と日本語入力のみで自由に改変や追加が可能であ

る。同様の機能を『しゃべる文字盤スキャン』にも

追加したが今回は紹介しない。 

 
4. コミュニケーション困難者への支援事例 

 そもそも『しゃべる文字盤』は従来のＣＡを使え

ない人たちのために開発した。このような人たちに

とって従来製品は動作は速すぎ機能は複雑すぎ表示

は細かすぎる傾向がある。 

 昨年当院に入院された患者さんはある神経難病で

認知障害もあると診断された。発話はなく表情は極

めて乏しく、随意運動は非常に緩慢なまばたきと手

の握りのみでロックトイン状態と評価された。 

 まずPPSスイッチを握って音をならす練習をおこ

ない、こちらのあいさつにブザー音で返答できるよ

うになった。次の段階で『しゃべる文字盤』『はいと

いいえ』を使用し、簡単な問答を繰り返しながら反

応速度、視野、視力、理解を評価した。その結果視

野は１ｍ離れて左右に約３０cm 上下１ｍ弱の範囲

とわかった。また１ｍの距離で一定以上の大きさの

フォントのひらがなは読みとり可能とわかった。ま

た握り運動に合わせスキャン間隔も調整した。また

これらの「問答」の結果、生年月日や家族構成さら

に職歴、転居歴など何年間かを除いて正確に記憶し

ていることがわかった。その後いくつかの段階を踏

んで９分割文字盤のうち７つの言葉を使えるように

なり、活動性全般も向上していった。このように低

いレベルのコミュニケーションであるがこの患者さ

んと家族のＱＯＬ向上に寄与できた。 

図４ 訓練風景 
 

5. おわりに 

 Excel で作った『しゃべる文字盤』は新しいＣＡ

の可能性を持つことが明らかになった。とくに適合

性と可塑性に優れ、さらに訓練や評価ツール、特殊

教育の教材としての可能性もある。また人工音声機

能の追加により運用作業の負担が大幅に軽減された。 
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